
よ うこそ光が丘第三中学校へ
ごあいさつ 校長渡辺政義

教育目標

◎ 深 く考 え 、自 ら実行 する （ 知 ）

◎ 思 いや りの心 で協力 する （ 徳 ）

◎ 美 しい心 、た く ましい 体をつ く る （ 体 ）

特別支援学級の教育目標

◎ 基 礎的 な学 力 を身 に付け 、豊か な情 操を養 う

◎ 基 礎的 な生 活 習慣を身 に付け 、社会 的な自 立の基 礎 としての生 活力 を育てる

◎ 健 康な身体 と興味 をも って根気 強 くやりぬ く意 欲を育てる

◎ 人 と豊か に関 わり 、協力 する態 度を養 う

本 校 は 昭 和 ６ ３ 年 に 開 校 以 来 ２ ４ 年 が 過 ぎ 、 ３ ０ ０ ０ 名 を 超 え る 卒 業 生 を 世 に 送 り 出 し て い ま

す 。 こ の 間 、 地 域 の 皆 様 の 温 か な ご 支 援 と ご 協 力 を 得 て 、 今 日 に 至 っ てお り ま す 。 最 近 街 で 人 に

会い 「光 三中 に勤めています 」 とお話 しする と 、 「 あー 、学 校の 雰囲 気が 良 くて 、 きれ いな学校 ね 」

「 心 が き れ い で 元 気 な 生 徒 を 育 て て く れ る よ う 、 期 待 し て い ま す 」 と 多 く の 方 が お っ し ゃ い ま す 。

多 く の 方 か ら 「信 頼 さ れ 、期 待 さ れ る 学 校 」 と な る た めに は 、 「 ３ 年 間 の 生 徒 の 良 き 変 容 」 が 何 よ

り 大 切 だ と 考 え ま す 。 そ の た め に は 、 教 育 目 標 の 実 現 に 向 け た 実 践 を 示 す こ と 。 そ し て 、 教 職 員

一 人 一 人 の 指 導 力 と 温 か い 人 間 性 が 大 切 で あ る と と ら え て お り ます 。 これ ら を 達 成 す る た め に 、

保 護 者 や 地 域 の 皆 様 と 信 頼 関 係 を 更 に 深 め ご 協 力 と ご 理 解 の 下 、 豊 か な 教 育 活 動 を 着 実 に 実

践 し て ま い り ま す 。 生 徒 が 光 が 丘 の 恵 ま れ た 環 境 の 中 で 、 自 分 の 学 校 に 「 誇 り 」 や 「 愛 着 」 を も

ち 、生 き生 き と学 び 、 楽 しい 学 校 生 活 を 送 る こ と は 極 めて 大 切 な こ と と考 え ます 。そ の た め 、次 の

ことを大事 にしていきます。

(1 ) 学 力 を 着 実 に は ぐ く む た め に 、 「 学 習 相 談 」 、 「 質 問 教 室 」 、 「 学 習 サ ポ ー ト 教 室 」 を 充 実 さ せ

る 。

(2 ) 個 に 応 じ た 指 導 を展 開 する た めに 、 数 学 科 で少 人 数 授 業 を実 施 す る と と も に 、 英 語 科 で学 力

向上 支援 講師の 活 用を図る 。

(3 ) 豊 か な 心 を は ぐ くむた めに 、 花 壇 の 整 備 や 校 内 美 化 に 力 を入 れ る 。 また 、 通 常 の 学 級 と特 別

支援 学級 との交流 を積 極 的に行 い、互 いに敬 う教育 を推 進する 。

(4 ) 異 年 齢 集 団 に よ る 活 動 や 体 験 的 な学 習 を し な が ら ９ 年 間 を 見 通 し た 道 徳 教 育 を 推 進 す る こ

とで 、豊 かな心をはぐ くむ 。

(5 ) Ｎ Ｉ Ｅ （ 新聞 を活 用した 教育 ） の学 習によ って 、調査 ・情 報処 理 ・発表 の力 を養 う 。

(6 ) 「 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝 ご 飯 」 キ ャ ン ペ ー ン を 展 開 す る と と も に 、 健 康 の 保 持 増 進 ・ 体 力 向 上 を 目

指 し 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 等 で 「体 つ く り 運 動 」 を行 う 。 また 、 小 学 校 と連 携 し な が ら 行 う こ と で 、

連 続 性 を 持 た せ た 「 体 」 の 育 成 を 推 進 す る 。 さ ら に 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 一 体 と な っ て 部 活 動 ・ 食

育の 充実 を図 る 。

(7 ) 「 朝 の 読 書 」 を 実 施 し 、 読 解 力 を 高 め る と と も に 、 い ろ い ろ な 生 き 方 を 知 る こ と で 感 情 を 豊 か

にしてい く 。

(8 ) 外 部 の 講 師 に よ る 講 演 会 や 演 奏 会 等 を 実 施 し 、 地 域 の 人 材 を 生 か し た 教 育 を 推 進 す る 。 ま

た 、地 域の教 育 資源を生 かしながら 職場体 験を充 実させる 。

(9 ) 近隣 高等 学校 との連 携を強め 、部活 動指 導、学 習指 導、進 路指導 等に おい て活用する 。


